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１．緒言 
今やバドミントンは日本の２大スポーツともい

えるサッカーや野球を上回る競技人口の多い

スポーツである．プレイヤーは競技スポーツと

してだけでなく生涯スポーツとしてバドミントン

を行っている人も多い．競技、生涯そのどちら

でもバドミントンをプレーする上でシャトルをコ

ートのバックバウンダリーラインまで飛ばすこと

が必要となってくる．シャトルを飛ばすために

は身体各部位、今回は上肢のシャトルへの影

響がどの程度及ぼしているかを明らかにする

ために本研究を行った． 
 

２．方法 
 対象はびわこ成蹊スポーツ大学バドミント

ン部バドミントン部に所属する、男子６名女子４

名の計１０名の選手の協力の下行った．測定

場所はびわこ成蹊大学メインアリーナで行った． 
 測定内容は上肢の能力測定とショットの飛

距離の測定を行った．上肢の測定では身長、

腕の長さ、握力、リストの角度、肘の内転力と

外転力および角度、肩の内外転、前後転の角

度、肩の柔軟性、肘の屈曲力、肘の伸展力こ

れらの項目の測定を行った．測定には角度計、

握力計などを使用して測定をおこなった．ショ

ットはクリアショットとロングサーブの測定を行っ

た．これは各ショット１０球ずつバックバウンダリ

ーラインからショットを打ってもらい距離を計測

するものとした．各ショットの計測結果を単関数

を用いて相関関係を調べるものとした． 
 

３．結果 
クリアショット、ロングサーブそれぞれの相関

関係を調べたところ測定種目により相関の違

いが認められた． 
クリアショットで高い相関が認められたものを

確認してみると上位５項目の内４項目は肘に

関係するものが高い正の相関が認められてい

ることがわかる．それに対して肩の柔軟性や各

関節の稼動域に対する相関はあまり見られな

かった． 
ロングサーブでの高い相関が認められたも

のを確認してみると、クリアショットに比べて全

体的に低い相関となったが、上位５項目を確

認してみると、３項目が肘に関するものが挙が

っていることが確認できる結果となった．しかし

クリアショットとの結果と異なるところがあり、もっ

とも高い正の相関が見られたのが肩の後転角

度となっている．それ以外の関節稼動域の評

価についてはクリアショットと同じく低い相関と

なっている． 
 

４．考察 
 今回の研究の目的は、バドミントンでのクリア

ショットとロングサーブでの飛距離を決めるた

めの因子として身体のどの部分が多く関わっ

ているかを明らかにするものである． 
 結果から見るにクリアショット、ロングサーブと

もに飛距離を決める因子としては、肘関節によ

るものが大きく関係していることが結果から読

み取ることができた．そのほかでも身長や腕の

長さなどにも正の相関が認められたことから遠

心力の影響も受けているのだということが確認

できた．それらに対して肩の稼動域や柔軟性

ではほとんど相関を見ることができなかったた

め、シャトルを大きく飛ばすための因子として

は関連性が薄いということが読み取ることがで

きた． 
 
５．まとめ 
 バドミントンにおいて試合中のラリー展開を

有利に働かせるためにはコートのバックバウン

ダリーラインまで飛ばすことが必要となる．その

時に手首、肘、肩などの関節に加えて身長や

腕の長さがシャトルを飛ばすために必要になる

要素だということが示された． 関節稼働域に

関してはある程度の稼働域が確保されていれ

ばそれ以上はあまり影響がないということが分

かった．例外としてロングサーブに関しては肩

の稼働域も重要になってくる． 
 バドミントンは競技スポーツだけでなく、障害

スポーツとしても盛んなので、さまざまな人が

バドミントンを楽しめるためにも最低限の能力

は必要だと思うので、本研究はそれらの人々

にも役立つことが願われる． 
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